
国際文化学研究科卒業認定・学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

ＤＰ１【知識】 

文化の多様性を踏まえて、自らの生きる場での課題を発見・解決できる基本となる

ものの見方を身につけている。 

ＤＰ２【態度】 

異なる価値観の共存につながる寛容さを身につけ、常に違いを超えて交流し理解し

あおうとする態度を身につけている。 

ＤＰ３【技術】 

膨大な情報の波に飲まれず、自らの必要とする文献・資料を適確に収集して創造的

に発信していく技術を身につけている。 

 

国際文化学研究科修士論文審査基準 

学位申請者が提出した修士論文を、主査 1名、副査 2名が審査する。 

審査基準は以下の通りとする。 

【審査基準】 

１． 研究テーマの適切性（ＤＰ１） 

研究目的ならびに研究の意義が明確に示され、課題設定が適切になされていること。 

２．情報収集の適切性（ＤＰ１） 

当該テーマに関する先行研究についての十分な知見を有し、必要なデータや資料の取

集と吟味が適切に行われていること。 

３． 研究方法の適切性（ＤＰ２） 

研究目的を達成するためにとられた方法が、データ、資料、作品、例文などの処理・分

析・解釈の仕方、倫理的配慮も含めて、適切かつ主体的であること。 

４．論旨の妥当性と新たな知見の提示（ＤＰ２） 

全体の構成も含めて論旨が一貫しており、当初設定した課題に対応した明確かつオリ

ジナルな知見が提示されていること。 

５． 文章作成能力（ＤＰ３） 

文章全体が確かな表現力によって支えられており、なおかつ修士論文として必要な体

裁を有していること。 

 

国際文化学研究科修士制作審査基準 

学位申請者が提出した修士論文を、主査 1名、副査 2名が審査する。 

審査基準は以下の通りとする。 

【審査基準】 

１． 研究テーマの適切性（ＤＰ１） 



研究目的ならびに研究の意義が明確に示され、課題設定が適切になされていること。 

２． 情報収集の適切性（ＤＰ１） 

当該テーマに関する先行研究についての十分な知見を有し、必要なデータや資料の取

集と吟味が適切に行われていること。 

３． 制作の妥当性と新たな表現手法の提示（ＤＰ２） 

全体の構成も含めて制作の進め方が一貫しており、当初設定した課題に対応した明確

かつオリジナルな表現手法が提示されていること。 

４． 研究方法の適切性（ＤＰ２） 

研究を達成するためにとられた方法が、データ、資料、作品、例文などの処理・分析・

解釈の仕方、倫理的配慮も含めて、適切かつ主体的であること。 

５． 表現能力（ＤＰ３） 

制作物ならびに報告書が確かな表現力によって支えられており、なおかつ修士制作と

して必要な体裁を有していること。 

 


